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愛
燦
燦

熱
い
本
と
い
っ
て
思
い
浮
か
べ
た
の
が
「
深
夜
特
急
」
。
イ
ン
ド
の

デ
リ
ー
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
ま
で
乗
り
合
い
バ
ス
で
行
く
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
放
浪
二
万
キ
ロ
の
旅
の
様
子
は
「
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の

バ
イ
ブ
ル
」
と
言
わ
れ
、
圧
倒
的
人
気
で
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

り
ま
し
た
。
既
に
作
品
の
発
表
か
ら
長
い
年
月
が
経
ち
、
旅
の

事
情
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
今
読

み
返
す
と
、
旅
に
出
た
と
き
の
高
揚
感
や
熱
さ
が
と
て
も
よ
く

伝
わ
っ
て
き
て
、
自
分
も
旅
に
出
て
み
た
く
な
り
ま
す
。
特
に
面

白
い
の
は
第
一
巻
！

旅
の
始
ま
り
の
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
が

感
じ
ら
れ
、
デ
リ
ー
に
行
く
前
に
立
ち
寄
っ
た
香
港
の
熱
気
や

喧
騒
の
描
写
は
、
ま
る
で
自
分
が
そ
こ
に
い
る
か
の
よ
う
な
臨

場
感
を
味
わ
え
ま
す
。
何
回
読
ん
で
も
、
決
し
て
色
褪
す
る
こ

と
の
な
い
最
高
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

風
雲
ふ
わ
ふ
わ
丸

「
武
士
道
と
い
ふ
は
死
ぬ
事
と
見
付
け
た
り
」
の
フ
レ
ー
ズ
で
有
名
な
「
葉
隠
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
時

代
小
説
。
主
人
公
の
斎
藤
杢
之
助
は
毎
朝
目
覚
め
る
と
、
様
々
な
自
分
の
死
を
想
定
す
る
こ
と
で
、

生
へ
の
執
着
が
な
い
「
死
人
」
と
な
る
生
粋
の
葉
隠
武
士
で
す
。
こ
の
物
語
で
は
、
そ
ん
な
杢
之
助
を
始

め
と
す
る
葉
隠
武
士
た
ち
が
、
鍋
島
藩
と
い
う
様
々
な
問
題
を
抱
え
た
、
取
り
潰
し
の
危
機
に
あ
る

藩
の
た
め
に
駆
け
ず
り
回
り
ま
す
。
奔
放
苛
烈
な
「死
人
」ゆ
え
に
、
問
題
解
決
法
も
痛
快
の
一
言
！

初
め
て
こ
の
本
を
読
ん
だ
時
、
私
は
登
場
人
物
た
ち
の
あ
ま
り
の
熱
さ
に
、
衝
撃
を
受
け
、
の
う
の
う

と
生
き
て
い
る
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
是
非
、
皆
さ
ん
も
こ
の
衝
撃
を
体
験
し
て
下
さ
い
。

「フライ，ダディ，
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ジ
ー
ク
・
信
玄

〝
自
分
の
夢
は
娘
の
幸
す
〟
と
い
う
平
凡
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・

鈴
木
さ
ん
が
築
い
て
き
た
幸
す
な
家
庭
は
、
一
人
娘
に
怪
我
を
負

わ
す
た
不
良
エ
リ
ー
ト
高
校
生
の
暴
力
に
よ
っ
て
簡
単
に
壊
さ
れ

た
・・・。

自
分
の
人
生
で
こ
ん
な
事
が
起
こ
る
な
ん
て
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
鈴
木
さ
ん
。
そ
れ
で
も
、
謎
の
オ
チ
コ
ボ
レ
高
校
生
軍
団

「
ザ
・
ゾ
ン
ビ
ー
ズ
」
の
助
け
を
借
り
、
愛
す
る
娘
の
た
め
、
そ
し
て

無
力
だ
っ
た
自
分
か
ら
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
か
の
高
校
生
と
の

タ
イ
マ
ン
に
挑
む
！

勝
つ
た
め
の
過
酷
な
ス
ポ
根
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
後
半
か
ら
ラ
ス
ト
の
対
決
の
日
に
む
け
て
の
手
に
汗
握
る

盛
り
上
が
り
は
、
心
も
身
体
も
熱
く
さ
す
て
く
れ
る
は
ず
。
読
み

終
わ
っ
た
後
、
ど
う
ぞ
登
場
人
物
と
一
緒
に
「う
お
ー
っ
！
」
と
叫

ん
で
下
さ
い
！

夏真っ盛り!! 夏バテになっていませんか？ これだけ暑いと、何に対し
てもやる気がおきないもの。しかし、そんなことは言っていられない！ と
いうあなたの “やる気の導火線”に火をつけるような本を、我々図書館ス
タッフがご紹介いたします。



パークで行ったライヴの模様を収録したものです。ライ

ヴアルバムだけに選曲はベスト的な要素があり、かつ

アドリブあり、カバー曲ありと、レッチリの魅力が凝縮さ

れたアルバムとなっています。

レッチリファンはもちろん、レッチリを知らない人も、

今年の夏はこのアルバムを聴いて熱くなりましょう！
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スタッフのセレクション！
第１３回

篠崎図書館で働くスタッフがほとんど個人的趣味で

選んだおすすめ本を紹介します。今号は、Ｐちゃん

が選んだアラビアの華麗な物語です。
「千一夜物語 マルドリュス版」 豊島 与志雄〔ほか〕訳

岩波書店 １～１３巻 929セ1～13 篠崎所蔵

ズバリ！おもしろいですよ！ 表紙を飾る絵からして、あ

やしげな雰囲気が漂い、異国情緒たっぷりです。ページを

めくると、とたんに異文化世界へダイブ。目の前には、アラ

ブの街並みが広がり、「ペルシャ市場にて」のようなアラビア

系の音楽が聞こえ始める。

皆様ご存知のあの「開けゴマ」の話やシンドバットの冒険

はもちろんのこと、天女の羽衣にそっくりな物語や、この部

屋だけは絶対に開けてはいけないと言われていた部屋を

開けてしまった話など、誰もが一度は耳にしたことのあるお

話が続々と登場し、これぞ物語の原点！ という感じです。

私が一番おもしろいと思ったのは…と言っても、物語がた

くさんありすぎて、それぞれおもしろかったので、選ぶのが

大変なのですが、読み終わった後、印象に残っていたのは

次の４つの物語です。１つ目は、自分が犯人になりたくない

からと、死体をたらい回しにして、他人に罪をなすりつけよう

とする物語です。道徳的には問題大ありですが、物語とし

“レッチリ”ことレッド・ホット・チリ・ペッパーズは、ファ

ンク、ヒップホップ、メタルを融合したミクスチャーロッ

クの旗手として走り続け、テンションの高いファンキー

な曲から、哀愁漂うメロウな曲まで演奏する“世界最

強”と呼ばれるバンドです。

今回ご紹介するのは、レッチリがロックの聖地ハイド

CD「ライヴ・イン・ハイド・パーク 」
レッド・ホット・チリ・ペッパーズ
請求記号：G1レ/03175 所蔵館：篠崎

病
弱
亭
弱
々

自
分
の
人
生
を
賭
け
、
熱
意
を
持
っ
て

で
き
る
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
は
幸
す

で
す
な
。
こ
の
小
説
に
出
て
く
る
人
物
た

ち
は
皆
、
そ
う
い
う
人
た
ち
だ
。
主
人
公

の
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
、
当
時
不
可
能
と
さ

れ
て
い
た
夜
間
定
期
郵
便
飛
行
を
行
っ
て

い
る
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
基
地
の
主
任
だ
。

彼
は
部
下
に
対
し
て
厳
格
で
あ
り
、
能
力

の
最
大
限
を
要
求
す
る
が
、
他
面
「
部
下

を
愛
し
た
ま
え
、
た
だ
彼
ら
に
そ
れ
と
知

ら
さ
ず
に
愛
し
た
ま
え
」
と
い
う
主
義
を

持
っ
て
い
る
。
一
方
、
部
下
た
ち
も
、
そ
ん

な
彼
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
全
力
を
尽

く
し
て
様
々
な
危
険
を
乗
り
越
え
、
業

務
を
遂
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

ど
ん
な
困
難
に
も
負
け
る
こ
と
な
く
、

信
念
を
持
ち
、
闘
い
続
け
る
彼
ら
の
姿
は
、

き
っ
と
あ
な
た
の
心
を
熱
く
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
な
。
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て読む分にはおもしろかったです。２つ目はジン（魔人）とジ

ンジニア（女魔人）が、お互いに見つけた美男、美女のどち

らがより美しいかを競う物語です。３つ目は、双子のように

そっくりな王子と王女の物語。４つ目は、空飛ぶ馬の人形の

物語です。それぞれがどんな風におもしろかったのかは、

ぜひ読んでみて下さい。

全１３冊とかなりの長編ですが、その分読みごたえ十分。

どっぷりと物語の世界にひたれますよ。今回ご紹介したの

はマルドリュス版ですが、このマルドリュスという方は当時の

作家や詩人たちに「言葉の魔術師」と絶賛されていたそうで

す。はしがきにも「アラビアの原典の面影を最も完全に伝え、

最も信頼できるものとされている」と書かれていました。篠崎

図書館にはバートン版もあります。こちらは、今日でも「千一

夜物語」の模範的訳書として珍重されているそうです。マル

ドリュス版とバートン版は世界的定訳としてあげられているよ

うなので、次回はバートン版にチャレンジしてみようかと思っ

ています。


